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1.はじめに

家庭生活における現代的課題の1つにジェンダーエクイテイーがある。生物学的性を表現す

るセックスに対して、社会的・文化的にっくられた性であるジェンダーという考え方の中核に

あるのは、「社会におけるさまざまな役割関係・分業関係とそれにまつわる象徴体系における

男女差である。J Dといわれるように、固定的な性別役割から派生する問題が大きく関わって

いる。この固定的な性別役割分業体制は、家族員の自立や自己実現を阻害したり、人権を侵害

する問題を含んでおり、男女問のエクィティーすなわち公平さを求める観点から、見直しを迫

られているの幻。これらの問題を生起させる源の1つは家庭生活にあり、課題解決には家庭内0

における性別役割分業を問い直す必要がある。

そこで、中学校家庭科における家庭生活領域の家族の学習で、「家庭内の性別役割分業を考

えるーこれからの家族と家庭の仕事一」という小単元を設け、固定的な性別役割分業を見直

すための授業研究を行っ九。学習内容や方法に関して特に留意したのは、以下の点である。生

徒達は建て前としては、「男は仕事、女は家庭」という考え方を否定するものの方が多いが、

実際の行動は伴っていない。ま九、このような考え方や行動様式には男女差が著しい。したがっ

て、固定的な考え方や行動様式を変革させるために、家族の役割分業について口ールプレイン

グでドラマを演じたり、生徒の保護者で主夫をしている父親を学外講師として招くなどによる

授業を行い、その学習効果を検討した。

授業は、島根大学教育学部附属中学校1年の2学級で、男子20人、女子20人の計40人を対象

に、1996年12月6日~18日に三島香子が実施した。なお、各学級は半学級編成になっている。

Family Life Education in Home Economics

With Focus on Gender Roles in Family Life

**

道子 一島多々納
幸

.

Michiko TATANO, Yoshiko

島根大学教育学部附属中学校

-107ー

香子"

MISHIMA

Ⅱ.生徒の実態

小単元「家庭内の性別役割分業を考える」の学習に入る前の生徒の実態を明らかにするため、

事前調査を行っナこ。調査内容は、家族構成や母親の就業状況などの家族状況、生徒の性別役割

分業意識、生徒の家庭における仕事の分担状況、生徒による家庭の仕事の分担状況、家庭のし

つけなどである。表1~表4に結果の一部を示す。

1 家族状況

調査結果をみると、男女合わせて拡大家族は22.5%、核家族はその約3倍の7フ.5%とい

*



う比率になっており、核家族が極めて大きい構成になっていた。母親は勤めているものが

40,0%、勤めていないのが47.5%と勤めていない母親が若干上回ってい九。

2 生徒の性別役割分業意識

まず、授業前には「男は仕事、女は家庭」という性別役割分業意識に「賛成」と「どち

らかといえぱ賛成」を合わせて賛成というのは、全体として約1/4、「反対」と「どち

らかといえぱ反対」を合わせて反対は過半数を占めて、否定的な傾向にある。男女問では、

賛成するものは大差ないが、反対するものは男子と比較して女子は約2倍を占めた。男子

には「わからない」が40.0%もあり、家庭の仕事をすることやその分担の仕方に関心を持

たないものが多いということを示していると考えられる。

表1 授業前の生徒の性別役割分業意識(「男は仕事、女は家庭」という考え方について)

人(%)

賛成

どちらかといえぱ賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

3 家庭の仕事の分担状況

生徒の家庭において衣生活や食生活に関する仕事は、70~90%が母や祖母といっ九女子

が中心的な担い手となっていた。これに対して、住生活の仕事は父母や家族全員が分担す

るという男女共業型が半数近くを占めている。買い物、老人・幼児の世話および病人の世

話にっいては、女子中心型と男女共業型にほぽ二分され九。家族の相談相手は、女子中心

型よりも男女共業型が2倍以上も多く、家族員相互で相談がなされているといえる。

このように家庭の仕事は、その内容によって、女子が中心的な担い手かあるいは男女が

共業してあ九るのに分かれていることが明らかになっ九。九だし、衣生活や食生活のよう

に毎日何らかの仕事を必要とするものは、そのほとんどを母や祖母などの女子が分担して

いることから、家庭の仕事は女子が分担するという生きたモデルを示すものとなることが

予測できる。

表2 家庭の仕事の分担状況

男 子

( 5.の

(20.の

a5.0)

(20.0)

(40.0)

4

3

4

8

女

2

子

ao.の

(20.の

(25.の

(40.の

( 5.の

4

5

8

全

3 (フ.5)

8 (20.の

8 (20.0)

12 (30.の

9 (22.5)

体

衣生活に関すること

食生活に関すること

住生活に関すること

貝い物

老人・幼児の世話

病人の世話

家族の相談相手

女子中心型

35 (87.5)

29 (72.5)

22 (55.5)

18 (45.0)

9 (22.5)

15 (37.5)

10 (25.の

男女共業型

5 a2.5)

11 (27.5)

18 (45.の

18 (45.の

9 (22.5)

13 (32.5)

21 (52.5)

男子中心型

0

0

0

1 ( 2.5)

0

人(%)

そ
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4 生徒による家庭の仕事の分担状況

ここで取り上げ九「洗たくもの取り込み」や「新聞取り」など7つの家庭の仕事につい

て、「やっていない」 a 点)、「言われた時だけ」(2点)、「週に 2 ~4 回」(3点)および

「毎日」(4点)という4段階評定によって得点化し、生徒による家庭の仕事の分担状況を

求めた。その結果、男女生徒とも総じて分担状況は低いといえる。衣生活と食生活に関わ

る仕事は女子の方がよく分担しており、男子との相違が顕著であった。配ぜんについては、

t検定により5%水準で男女問に有意差が認められた。男子の方が女子よりもよく行って

いるのは、新聞取りと風呂そうじの2つであった。

表3 生徒による家庭の仕事の分担状況

洗たくもの取り込み

新聞取り

配ぜん

風呂そうじ

食事のしたく

茶わんあらい

洗たくものたたみ

男 子

1.75

5 今後の家庭の仕事の分坦意識

家庭の仕事を「今よりももっとする方がよい」というのは、男子が50.0%、女子が60.0

%と男女とも過半数を占めていた。「今の程度でよい」というのは、男女とも如.0%であっ

た。男子には「今より減らしたい」というのが10.0%あった。 4 生徒による家庭の仕事

の分担状況において明らかになったように、実際には女子に比較して男子の方が分担状況

は低いにも関わらず、今よりも分担し九くないというものがいるということは、男子にとっ

て家庭の仕事の分担は、それほど重要なことではないというとらえ方ではないかと考えら

れる。女子においては、「女は家庭」というように、家庭の仕事を分担することへの周囲

からの期待を生徒自身がかなり感じとっているといえる。

6 家庭のしつけ

「家庭の手伝いよりももっと勉強しなさい」については、男女とも「九まに言われるこ

とがある」が最も多く、次いで「全然言われない」となっている。この勉強をしなさいに

ついては、男子の方がよく言われている傾向にある。逆に、「もっと家庭の仕事を手伝い

なさい」については、男子よりも女子のほうがよく言われていた。さらに、「女の子(男

の子)だから家庭の仕事を手伝いなさい」については、男女とも半数以上のものが「全然

言われない」としているが、言われるのはやはり女子の方が多くなっていた。これらのこ

とから家庭においては、家庭の仕事の分担を通して、男女に固定的な性別役割分業意識が

しっかりと受け継がれていく仕組みが形成されているといえる。

2.20

2.10

女

2.15

(点)

1.95

子

2.05

1.75

1.85
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2.00

2.00
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表4
①

家庭のしつけ

家庭の手伝いよりももっと勉強をしなさい

全然言われない

わりと言われる

とてもよく言われる

②もっと家庭の仕事を手伝いなさい

男

Ⅱ(55.5)

6 (30.の

1 ( 5.の

2 ao.の

子

全然言われない

わりと言われる

とてもよく言われる

女

9 (45.の

10 (50.の

子

③女の子(男の子)だから家庭の仕事を手伝いなさい

男

0

1 ( 5.の

人(%)

子

(40.の

(40.の

a5.の

( 5.0)

全然言われない

全

20 (50.の

16 (40.の

1 ( 2.5)

3 (フ.5)

3

体

わりと言われる

とてもよく言われる

女

4時間

子

Ⅲ.授業研究

1 単元名:家庭内の性別役割分業を考えるーこれからの家族と家庭の仕事一

a5.の

(50.の

(25.の

ao.の

男

17 (85.の

3 (15.の

人(%)

子

2

全

第1次家庭内の性別役割分業を考える

H (27.5)

18 (45.の

8 (20.の

3 (フ.5)

0

第2次固定的な性別役割分業意識や行動の変革に向けて

体

0

女

2 目標と授業過程

第1次

目標住)家庭内の性別役割分業の実態を明らかにし、家族員によって仕事の分担に偏

りのあることを理解させる。

②家庭の仕事は、女子が中心に担うだけでなく、男女がともにあるいは男子が

中心的に行うなど、様々な分担の型があることを実証的に理解させる。

(3)家庭内の性別役割分業に偏りのある家族を取り上げ、解決のための家族の話

し合いを口ールプレイングによって演じることで、家庭の仕事の望ましい分担

を考えることができる。

13 (65.の

5 (25.の

0

2 ao.の

子

人(%)

全

30 (75.の

8 (20.の

体

升
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②昔話「桃太郎」と創作話「桃子姫」を比較し、感想を話し合う。

(3)事前調査によって明らかになった自分たちの家庭の仕事の分担の実態を知る。

④家庭の仕事の分担の仕方には、女子が中心になって担うというだけでなく、様々な

型があることをマーガレット・ミードによるニューギニアの3つの種族に関する研究

結果りから理解する。

⑤家庭の仕事の分担の仕方に問題のある家族を例にして、解決のための話し合いをす

る場面のシナリオを各班ごとに考え、発表の準備をする。

登場人物

ようすけー

ある日曜日の朝

祖母「みんなに相談があるんだけど・・・。」

母「何ですか、おばあさん。」

祖母「じつは町内で1泊2日の旅行に誘われているんだけどどうしょうかと周、つてね。」

父「たまには気晴らしに出かけたらいいんじゃない。」

ようすけ「でも、お父さん、ぼくたちの朝ごはんや晩ごはんはどぅしたらいいの。」

祖母「そうなのよ。ちょうどお母さんも仕事で忙しい時期だし、えりは中学生で女の子だか

ら食事の準備をしてくれないかい。」

この後の家族の会話を考え、ドラマのシナリオを作りましょう。

月曜日から金曜日の食事のしたく、掃除、洗九くを担っている。

会社に勤務。

会社に勤務。士、日曜日は休みなので家庭の仕事を行っている。

中学1年生。

小学5年生。

家庭の仕事の分担に問題のある家族

-111-

⑥他の班のドラマを見て、どの様に感じたか発表する。

⑦次時の学習内容を知る。

第2次

目標①自称主夫をしている父親(中嶋春喜さん)の話を興味を持って聞くことが出来る。

②固定的な性別役割分業意識にとらわれない自分の考えを持ち、家庭の仕事を積

極的に分担できるように実践的な態度を養う。

授業過程

a)司法試験受験の勉強と両立させるため、自称主夫をしている中嶋春喜さんのー

日の生活の様子をビデオで視聴する

②中嶋さんから、家族と協力しながら営む楽しい主夫人生にっいての話を聞き、

男性からみて家庭の仕事をすることは非常に楽しく、困難ではないということを

理解する。

侶)男あるいは女に生まれて良かっ九と思、うか、男らしさ女らしさ、父親.母親の

理想像は何かについての生徒へのアンケート調査をもとに、男女の特性、家族関

係や自分たちの生き方などについて中嶋さんと話し合う。

母祖
父
母
え り



資料学習指導案

単元家庭内の性別役割分業を考えるーこれからの家族と家庭の仕事

目標 0家庭の仕事の分担と性別役割意識との関連を理解することができる

0今までの家庭の仕事の分担の問題点に気づき、改善方法を考えることができる

学習計画(全4時間)

①家庭内の性別役割分業を考える 2時間

②固定的な性別役割分業意識や行動の変革に向けて 2時間

授業の展開

時間

(分)

20

学習内容

・昔話「桃太良剥

と創作話「桃子

姫」との比較

15

「桃太郎」と「桃子姫」

の話を読んで、感想を話

口つ

・家庭の仕事の

分担の実態

-112 -

学習活動

15

の3種族

・生徒の家庭の仕事の分

担の実態を知り、男性中心

型で行われている家庭が

非常に少ないことに気づく

・家庭の仕事を男性が中

心に行っている種族を知

り、男女の役割分業は、

社会の考え方によって異

なることを理解する

50

・昔話では

おじいさんー・しは'刈り

おばあさん・一洗ナこく

となっていることに着

目させ、その理由を考

えさせる。

学習支援

ニア

ロールプレイ.

イング

教具・資料・評価等

100

・ある家族で交わされた

会話の続きを考え、ロ

ルプレイイングを演じる

・プリント

「桃太郎」「桃子力副

・自称主夫をし

ている父親の話

を興味をもって

聞き、男女の特

性、家族関係や

自分たちの生き

方などについて

話し合う

・特徴のある 3 つの種

族を紹介し、男女の役

割分業は、社会の考え

方によって異なること

を生徒に強く意識づけ

たい。

・ 5 人ずつの 4 グルー

プに分ける

・互いのグループの発

表を見て、どの家族が

よいと思うか話し合う

活動を取り入れる

・事前に学級で実

施したアンケート

結果

・主夫になったきっかけ

・現代の家事事情

・楽しい子育て

・主夫のメリット・デメ

リット

男らしさ女らしさの共通

化

・理想の父親像・母親像

をきうかけとして家族関

係について考える

・自分のライフスタイル

を考える

・自己実現を果たす九め

に必要な自己泱定

'ニユ^ .マーガレット.

ミードの研究から

アラペッシュ族

ムンドグモール族

チャンブル族

・ビデオTBS 「上岡龍太郎がズバリ」

(8月22日放映)「ご夫婦ズペシャル」

・朝日新聞ウィークリー AERA1991.12.17

「市長が半年の育児休暇」

・ H 8.8.10 山陰中央新報

「航空自衛隊初の女性パイロット」

・ H 8.8.15 山陰中央新報

「96年度国家公務員1種女性合格者が過去

最高239人」

・H4 山陰中央新穀連載主夫の子育て日

記

「エプロン父さん」

(評価)

従来の性別役割分

業意識にとらわれ

ずに家庭の仕事の

分担について、自

分の考えを持つこ

とができたか。

.



Ⅳ.結果および考察

1 創作話「桃子姫」と昔話「桃太郎」の比較

昔話「桃太郎」は男子が主人公で、男女の固定的な性別役割分業を示しているのに対し、お

じいさんとおぱあさんの役割を逆にし九り、主人公を女の子に変え、鬼退治もするという「桃

子姫」という創作話を読ませ、「桃太良Ⅲと比較・検討させた。

まず読んだ直後、生徒達は「これは変だ」、「おかしい」と口々に反応し、笑いだすものもい

ナこ。特に男子には、「桃子姫」に否定的な反応を示すものが多く見られナこ。しかし、教員の方

から桃子姫の「どこがおかしい力U、「なぜおかしいか」などと質問し、話し合いを進めていく

内に、「ぱっと聞いたらおかしかったが、よく考えればおかしくない」、「おじいさんの方が力

があるような気がし九が、おぱあさんがしば刈りに行ってもそんなにおかしくない」、「おじい

さんは洗たくがし九いのかもしれない」などと、次第に固定的な考え方を柔軟に変化させていっ

た。ま九、桃太郎のような話を小さいときからずっと聞いていると、男女にはそれぞれ決まっ

た仕事があること、桃太郎を育てるというような仕事には女性が深く関わるというような固定

的な考え方を自然に持つようになるという説明を教員から聞くと、「私には妹がいるので、こ

れからは桃太郎より桃子姫の話をしてやりたい」という感想を述べる女子生徒がみられた。

授業後において、桃子姫の話しの内容で、「おじいさんとおばあさんの役割を逆転すること」、

「桃子姫(女子)が鬼退治をすること」および「桃子姫(女子)が主人公であること」は、そ

れぞれおかしいと思、うか否かについて尋ねた。結果は表5 に示す通りである。

表5 桃太郎と桃子姫の比較

a)おじいさんとおばあさんの役割を逆転すること

役村1がになうてい
るのはおかしい

役割が逆でもよい

⑦桃子姫が鬼退治すること

男

退゛ロ るのは
おかしい
鬼退治をするのは

しお い

9 (45.5)

H (55.の

子

③桃子姫が主人公であること

女

公になるのは
おかしい
主人公になっても
よ い

男

1 ( 5.0)

19 (95.の

子

フ(35.の

18 (90.0)

子

まず、おじいさんとおばあさんの役割を逆転し九ことをおかしいととらえるものは、男子が

半数近くを占めるのに対し、女子では極めてわずかであっナこ。次に、桃子姫が鬼退治をすると

いうことにっいては、男子の約1/3 のものがおかしいとしているが、女子では全くなかっ

た。さらに、桃子姫が主人公であることをおかしいと捉える男子は極くわずかで、女子では全

人(%)

全

女

10 (25.の

30 (75.の

体

男

0

20 aoo.の

子

2 ao.の

18 (90.0)

子

人(%)

全

女

フ( 5.の

33 (82.5)

体

0

20 aoo.の

子

人(%)

全

2 ( 5.の

38 (95.0)

体
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くなかっナこ。女子が主人公である昔話は「桃子姫」以外にも「かぐや姫」や「うり子姫」など

があると、わざわざ調査用紙の欄外に記入した生徒が数名あった。これらの生徒はいずれも、

女子が物語の主人公になるということについてはおかしくないと把えていた。

したがって、性別役割などを考える際に、実際のモデルがあるか否かが1つの判断基準になっ

ていることが明らかであり、女子が物語の主人公になるということへの抵抗は、男女とも極め

て低いということがいえる。これらの結果は、家庭や社会において「男は仕事、女は家庭」あ

るいは「男は仕事、女は仕事も家庭も」を示すモデルにあ'、れている現在、固定的な男女の役

割分業を見直すには、意図的な働きかけが必要であることを示すものとなる。

今回は、まず生徒たちの「女は家庭の仕事」という固定的な考え方や行動様式を変革するこ

とを意図して、桃太郎と桃子姫という対称的なモデルを示した。このことに関しては、「桃太

郎、桃子姫というように決めつけてしまうと、結局同じことになるので、どちらともが役割を

考え直した方がいいと思っ九。」という意見が生徒から出され九。したがって、さらに男女共

業型のモデルを示す話を加えると、男女間の固定的な役割分業意識を見直すことを容易にし九

ものと考えられるので、今後の検討課題となる。

2 家庭の仕事の分担に偏りのある家族を想定し九、解決のための話し合いのシナリオの例

と感想

1班

えり「えー。やだな。ちょべりばって感じ。女の子だからって私に家庭の仕事を押しつける

なんてひどい。」

父「えり。少し言葉使いを改めなさい。」

母「そうよ。それにようすけは男の子だし何も出来ないわ。」

ようすけ「そうだよ。ねーちゃん。」

えり「なによそれ。ようすけが男だからって関係ないんじゃないの?お父さんだってもっと

積極的に参加すべきょ。ねえ。おばあちゃん。」

祖母「もしかしたら、えりの言っていることは本当かもしれないねえ。ようすけやお父さん

も家庭の仕事をしてみ九らどうだい。」

父「そうだな。えりばかりに押しつけてもいけないし。」

母「私もその意見については考えないといけないと思うわ。」

ようすけ「ぼくも今まで関係ないと思っていたけど、本当はそうじゃないんだね。」

えり「そうよ。私もこの前雑誌でみたんだけど、父親が家庭の仕事をするのも変じゃないみ

九いだし。 1泊2日の旅行、行ってもいいよ。おばあちゃん。」

祖母「本当かい、ありがとう。じゃあ、帰ってきたらま九仕事をするからね。」

えり「違うよ、おばあちゃん。おばあちゃんが帰ってきても私たちは家庭の仕事を分担して

やらなくちゃあ。それがあってこそ家族なんだよ。

ようすけ「ねーちゃん。九まにはいいこと言うじゃん。」

母「今日はえりに教えてもらったわね。」

祖母「じゃあ、これからはみんなで家庭の仕事ができるの力、うれしいね。」
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このドラマを見九生徒の感想を記す。

.男が家庭の仕事をするということについて考えているので、すごいと思いました。おぱあさ

んが帰ってからも仕事を手伝うということがすごいと思、う。(男子)

.今までおばあちゃんだけが家庭の仕事をしてい九けれど、話し合いでこれからはみんなで家

庭の仕事をするようにし九のでそれがすごくよいこと。(女子)

・えりがすばらしい意見を言ったので、みんなまとまってきた。男の人がやっても(家庭の仕

事)おかしくないということをお父さんやみんなに言っていた。(女子)

・すばらしい家族だと思った。一人一人がはっきりとした主張を持っている。(誰でもできる

家庭の仕事)(男子)

.とてもりアルだった。先生が言われた研究結果のことを言っていてよかっ九し、えりが解決

してよかった。(男子)

このシナリオはーつの班が作成したものである。話の筋はえりが女の子だからといってまず

最初に家庭の仕事の分担を求められたことに強く反発する。家族の誰が食事を作るかという話

し合いをすることによって、父親や弟もそれぞれ分担することになる。しかも、これまで母や

祖母だけが分担していたことに何の疑問を持たないでいたが、えりからの提案によって祖母が

旅行から帰っても、家族みんなで分担し合うことを決めるというように、固定的な性別役割分

業意識から脱して、具体的な解決への手だてを示すというところまで、高められていることが

評価できる点である。

2班

えり「いやよ。私だって忙しいんだから。」

母「じゃあなたは 。」

父「あ だめだめ。」

母「そーね。やっぱりえりがやってくんなきゃね。」

えり「えーそんなあー。納得できないわよ。おばあちゃんが家庭の仕事をやんなきゃいけな

いのに、なんで中学生の私がやんなきゃなんないのよ。

えり「えり!あんた女の子でしょお!少しは家の仕事も手伝いなさい。!」

祖母「じゃーやっぱり旅行やめようかねー。」

ようすけ「え、そんなあー、そんなあー。旅行いってくんなきゃおみやげないじゃん。」

父「おまえ!おみやげ目当てだったのか!」

えり「んー、じゃあ私ひろちゃんの家にとまりにいくわ。」

ようすけ「えー、じゃあほ'くは、しゅん君ちにとまりにいくよ。」

母「そんな、向こうの家に迷惑かけるでしょ。」

えり「う ん、も 0

ただし、あんたも手伝うこと。」

ようすけ「ガーン。なんで。」

父「ということなんで、お母さん行ってきて下さい。」

祖母「悪いわね、じゃあえりちゃん、ようすけくんよろしくね。」
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このドラマについての感想を記す。

・やっぱり、 1人でやることは大変だから、みんなで協力してやることが大切だと思った。

(男子)

・1人1人が協力してやらないと、家庭のしごとが成り立九ないということが分かっ九。やら

なければならないことをいやいやでもやる。(男子)

・話がすごく現実的でよかった。他の家に泊まりに行くという反抗も良かった。父が反対する

には、ちょとびっくりした。(女子)

・おばあさんのことをちゃんと考えていいと思いまし九。いやいやでもちゃんと考えていたの

でいいと思いました。(女子)

・おばあさんが旅行に行けたところは良かったけれど、みんなが納得していなかったので、そ

の点をもう少し考えると良かった。(女子)

・家族は協力するものだということがよくわかっナこ。チームワークがよかった。(女子)

この2班は、家族の話合いにおいてなかなか意見がまとまらず、えりに押しつけることになっ

九。えりは、しぶしぶ引き受けるが、自分一人だけでなく弟のようすけも一緒に分担すること

を強要する。最後は父親の判断で、えりとようすけの2人で家庭の仕事を分担することが決定

され九。この父親の判断による決定には、感想にもあるように、みんなが納得するまで考えた

方がよかったと批判的な判断を下している。

今回作成され九すべての班のシナリオは、性別役割分業をめぐって最初は、だれが分担する

かで葛藤があり粁余曲折があるものの、最終的には子どもが二人で分担するかあるいは家族み

んなで協力して分担するというように、これまでの女子中心という男女分業型から男女が共に

という男女共業型へと移行するものであっナこ。上記のような感想からみて、男女共業意識を持

つことにおいて、その基盤となる考え方である家庭の仕事は、必ずしも女子がしなければなら

ないことはないということを理解させるにおいて、創作話「桃子姫」やマーガレ・,ト・ミート

の研究結果の提示などが有効に作用したといえる。

3 中嶋春喜さんの話を聞いての感想

・主夫と言われた時は、はっきり言ってあまりいいイメージを持てませんでした。しかし、そ

れはこれまでの固定観念にとらわれてい九せいで、やはり男女が協力し、やるべきだと思、つ

た。(男子)

・最初は何か変なかんじだなと思っていたけど、中嶋さんのお話を聞いて、はっきり言ってそ

うだなーと思いまし九。ぼくの家ではほとんどの家庭の仕事は母がやっています。中嶋さん

の話を聞いて、もうちょとぼく九ちも手伝おうかなと思いました。中嶋さんが言っていた

「家事をするのがおもしろくてたまらない」という言葉が、ぼくの家でもそうなるようにし

たいです。(男子)

・自分の人生にほこりを持っているので素晴らしいと感じました。ぼくは即実行することは出

来ないので、主夫になるかわからない。でも性別の差別はなくした方が良いと想、う。(男子)

・男だから、女だからということにとらわれず、しっかりと自分のやりたいことを 1度きりの

人生の中でやろうとしていて尊敬する。(男子)

・やっぱり家庭で決めること。それに主夫が今少ないから、みんなはずかしがっているが、もっ
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と増えれは"、つうになると思、う。(男子)

.変わっていていいんじゃないです力、そういうのは、人の勝手だから。(男子)

.「男は仕事、女は家庭」という考え方にしぱられず、自分のやりたいことをやっている中嶋

さんはえらいと思、いましナこ。

.私は「男は仕事、女は家庭」という考え方は反対ですが、中嶋さんが主夫をやっていること

にびっくりしました。でも中嶋さんの話をきいていると別に変じゃないし、やっぱり「男は

仕事、女は家庭」という考え方はおかしいなと改めて思、いました。中嶋さんが主夫をやって

いると聞いてびっくりし九のは、やっぱり「男は仕事、女は家庭」という考え方があったか

らだと思います。(女子)

.中嶋さんは家庭の仕事を楽しんでおられる方だと思いました。中嶋さんの話を聞くまでは、

男の人が家事をするなんておかしいと思っていたけど、本当はそんなことは間違っていまし

た。ビデオで見ていたけど料理なんか、とてもうまそうでした。さ・し・す・せ・そのこと

も教えてもらったし、私のお母さん以上にいろんなことを知っているんだなと思、いました。

(女子)

.とても立派な人だと思いました。私の家は母が家事をやっているので感心しました。中嶋さ

んには、これからも続けて頑張ってほしいと思、います。男も女も関係ないということを改め

て考えさせられましナこ。(女子)

・男の人が家事をやるのは少し変だと思、いましたが、中嶋さんの話を聞いて、それと逆で別に

いいのではないかと思、いました。それに家事が大変なのは知っていまし九が、やってみると

意外に楽しそうだと納得しました。これから、少しずつ家事の手伝いができるといいです。

(女子)

.主夫をやるのっていいと思います。ちょとし九ことで主夫になるきっかけができ九ことは、

よかったですね。'、つう主婦とかする人っていやいややっているんだけど、中嶋さんは楽し

んでやっておられるので見習い九いです。楽しく感じられるのってすごくいいことだと思、い

ます。これからの家庭にどんどんそういう'、うな主夫をやる人が増えるといいと思いました。

もちろん、それぞれの家庭によってさまざまな決め方があるけど、男は仕事、女は家庭にと

らわれず、男も女も平等で、明るい社会ができるとうれしいです。わたしも親のしごとをも

う少し手伝いたいと思、います。(女子)

これらの感想からわかるように、男性(父親)が主夫をしているということについて、直接

話を聞くまではやはり変だとかおかしいとかなどあまりよいイメージを持たなかっ九というも

のが男女ともほとんどであった。しかし、中嶋さんの話しを聞いたり、一日の生活の様子をヒ

デオで見たりして、その考え方が変わったとか自分も家庭の仕事をもっと手伝い九いというよ

うに、肯定的な感想を述べたのは、女子全員と男子は20人中17人にものぽった。し九がって、

大部分のものが男性(父親)が主夫をしているということからも九らされたマイナスのイメ

ジを、直接話を聞くことによってプラスに変え、さらにそのことが男女の固定的な性別役割分

業をとらえ直すことにつながったものと考えられる。

今回は中嶋春喜さんを生徒達に主夫として紹介した。主婦に対置して主夫とし九のではなく、

中嶋さん本人の説明を借りれば、「司法試験受験のための勉強と家庭の仕事を両立しており、
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他に自分のことを表現しょうがないので、主夫と名乗っている。」のである。ま九、授業にお

いても、「自分の家庭では妻の仕事の関係で、午前中は妻が家庭の仕事をやり、午後からは自

分が担当している。娘達も分担する。」というように、家族で協力している家庭であることを

説明してもらった。しかし、中嶋さんを主夫として紹介した九め、生徒達のh就貝からみる限り、

主婦と対置した主夫として理解し九ものが多かったように思われる。したがって、中嶋さんは

男女共業型で家庭の仕事を分担しているということを、本授業においてもっと強調する必要が

あったものと考えられる。この点も、今後の検討課題となる。

4 性別役割分業意識の変革

授業前に男は仕事、女は家庭という考え方に、賛成するのは男女とも25.0%と等しく、反対

するのは男子35.0%、女子は70.0%と男女差が著しいということから、一連の授業の後には、

このような考え方には女子は全員が反対で、男子では「賛成」が20.0%、反対が60.0%という

ように固定的な考え方を大きく変革させた。したがって、家族学習において家庭内の性別役割

分業にっいて取り上げたことは、生徒達の固定的な考え方を見直し、変革させる契機になった

と考えられる。

表6 授業後の性別役割分業意識

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

わからない

5 学習意欲

学習意欲については、 D 学習題材への興味、 2)学習内容の理解および3)学習仲間への

所属性の3つの観点から調査したD。

学習題材への興味および学習内容の理解に関して、「学習し九ことは楽しかっ九ですか」や

「よくわかりました力りにっいての項目は、男女とも「はい」と答えたものの方が圧倒的に多

く、学習意欲の高かったことを示すものであった。このように意欲的に取り組んだのは、今回

の口ールプレイングによるドラマを演じることで主体的な取り組みがなされたこと、学外講師

による授業が男性の新しいライフスタイルを示すとともに、生徒との話し合いのもとに進めら

れるという、これも生徒の主体性を重視する授業形態であったことによるものと考えられる。

ただ、女子と比較して男子においては、今後の学習意欲を示すものは60.0%にとどまっている

ので、さらに内容面での工夫が必要である。

学習仲間への所属性という点に関して、「クラスの友達に役立っように努力しましナこか」に

「はい」と答え九ものは、特に女子の割合は極めて低かっナこ。この設問にはこれまでの調査に

おいても、「はい」と答えるものはいずれも低くなっており')"、自分がやったことにっいて

は低い評価をするという、傾向を示し九ものと思われる。これに対して、「他の人の発表や活

動が、あなたの役に立っ九」というのは、男女とも高率であった。
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表7 学習意欲(はいと答えた割合)

D ・いつもに比べて、これからの家庭と家族の仕事にっいて学習したこと

は楽しかったですか。

・これからの家族と家庭の仕事のような学習をもっとやりたいですか。

2) ・いつもに比べて、これからの家庭と家族の仕事にっいて学習したこと

は、よくわかりました力、

3) ・授業中のあなたの発表や活動が、クラスの友達の役に立っよう努力し

ましたか。

・授業中の他の人の発表や活動が、あなたの役に立ったと周、います力、

項

し九がって、今回の小単元における生徒の学習意欲はかなり高く、学習内容や方法は意欲を

高めるにおいて有効であったことが実証された。

6 今後の家庭の仕事の分担意欲

授業後における生徒自身による今後の家庭の仕事の分担意欲を明らかにし九。その結果、

男子では「今よりももっとする方がよい」というものが5%増加し、女子では反対に5%減少

した程度の変化があったに過ぎなかった。中学生という段階では、行動様式の変化にっながる

家庭の仕事の分担意欲を変化させることは、困難なことかもしれない。今後さらに、学習内容

や方法に検討を加え、授業実践し、学習効果を検証する必要がある。

目 男子

V.まとめ

家庭生活における性別役割分業を見直すために「家庭内における性別役割分業を考える」と

いう小単元を設け、ロールプレイングを取り入れてドラマを演じ九り、学外講師による授業を

行ったところ、男女生徒とも意欲的に取り組み、「男は仕事、女は家庭」という固定的な性別

役割分業意識を変革することに学習効果が認められた。
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(%)
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